
議
員
提
出
第
三
号
議
案

地
方
議
会
の
位
置
付
け
を
明
確
に
規
定
す
る
地
方
自
治
法
の
改
正
等
の
早
期
実
現
を
求
め
る

意
見
書

地
方
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の

新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
や
分
散
型
国
土
の
構
築
、
さ
ら
に
は
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
国
土
強
靱
化
や

防
災
・
減
災
対
策
等
、
直
面
す
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
民
意
を
反
映
す
る
地
方
公
共
団
体
の
意

思
決
定
機
関
と
し
て
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
態
が
あ
る
一
方
、
地
方
議
会
は
地
方
自
治
法
に
お
い
て
「
議
会
を
置
く
」
と
規
定
さ
れ
る
の

み
で
あ
り
、
議
会
及
び
議
員
に
対
す
る
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
意
思
決
定
機

関
と
し
て
の
議
会
の
位
置
付
け
、
職
業
と
し
て
の
議
員
の
職
務
等
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、
小
規
模
町
村
を
中
心
に
無
投
票
当
選
が
増
加
す
る
な
ど
議
員
の
な
り
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
第
三
十
二
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
に
お
い
て
は
、
当
面
の
対
応
と
し
て
、
議
員
の
請
負
禁
止
の
範
囲

の
明
確
化
や
規
制
緩
和
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
多
様
な
人
材
が
議
員
に
立
候
補
し

や
す
い
環
境
整
備
を
図
る
た
め
に
は
、
法
改
正
等
必
要
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
方
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
意
見
書
は
、
地
方
の
み
で
は
解
決
困
難
な
課
題
へ
の
対
策
等
を
求

め
る
切
実
な
声
で
あ
り
、
こ
れ
を
貴
重
な
も
の
と
真
摯
に
受
け
止
め
、
国
に
お
け
る
政
策
に
な
お
一
層
の
活

用
を
図
る
こ
と
は
、
地
方
議
会
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
と
お
り
地
方
議
会
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
規
定
す
る
た

め
に
必
要
な
地
方
自
治
法
の
改
正
等
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

議
会
の
位
置
付
け
、
権
限
を
法
律
上
明
確
化
す
る
こ
と
。

二

議
員
の
職
務
等
を
法
律
上
明
確
化
す
る
こ
と
。

三

議
員
の
請
負
禁
止
の
範
囲
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

四

国
に
お
い
て
意
見
書
を
積
極
的
に
活
用
し
、
そ
の
活
用
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

大
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県
議
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長
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